第６０回全国盲青年研修大会（岩手大会）

分科会提出議題一覧

【第１分科会】

テーマ：交通問題
１　エスカレーターの進入箇所で、音声案内に加え、進入できる側か、侵入できない側かを容易に識別できるように、断続的な放知音を鳴らすなどの仕組みを導入するよう求める。
（東京都）

２　バリアフリー新法に該当しない駅であっても、視覚障害者のニーズを十分に反映して、安全施策を早急に実施してください。
（近畿ブロック）

３　ワンマン運転する列車の乗降口を開閉させるボタンの設置位置の統一化と共にボタン自体が視覚障害者でも安易に判別出来るような形状であるように。
（和歌山県）

４　駅のホーム内に停車中の乗車可能な列車に乗る際の注意点と安全性。
（岡山県）

５　視覚障害者が使いやすいバス時刻表の情報提供について。
（九州ブロック）

６　ＪＲの乗車券の購入を１００キロ未満でも障害者手帳提示で単独移動でも半額で購入できるように要望する。
（愛媛県）

７　ＪＲの特急料金（新幹線含む）の料金の半額を要望する。
（愛媛県）

【第２分科会】

テーマ：職業問題

１　各種国家試験及び資格試験等において受験者の文字処理能力に応じた試験実施方法の充実を。
（近畿ブロック）

２　視覚障害者の就労の拡大に向けて、全ての地方公務員試験において、点字、拡大文字、及び音声読み上げソフト利用による受験、試験時間の延長等の合理的配慮が提供されることを求める。また、活字印刷物への対応や自力通勤、解除者なしでの職務遂行など、実質的に視覚障害者を排除することに繋がる採用条件を撤廃するよう強く求める。
（関東ブロック）

３　職域拡大と、視覚障害者の社会啓発を目的に、公共施設において、視覚障害者があんまマッサージ指圧施術を行えるように要望する。
（東北ブロック）

４　障害の重度化や障害の発生に伴い一般就労が継続できない状態になると失業手当が受けられる場合がある。しかし、受給期間中に盲学校理療科へ入学すると、その支給が打ち切られてしまう。盲学校理療科の学生になることと一般の専門学校の学生になる理由とは大きく異なると思われるため、支給を打ち切らないよう強く要望する。

（福井県）

５　日盲連はあはき師のみならず、一般就労している視覚障害者の幅広い声を集め、全視覚障害者の職業的自立を目指して活動するための、情報収集とその共有を行っていただきたい。
（福井県）

６　組織拡大及び組織強化について。

（九州ブロック）

【第３分科会】

テーマ：バリアフリー、その他
１　コインロッカーやホテルのキーなど、駅の券売機やａｔｍ以外の多くの人が使用する共有の機器を視覚障害者が単独で使用できるよう機器の改良や更新を。

（大阪府）

２　多目的トイレへの音声案内装置の設置を要望する。（東北ブロック）

３　視覚障害者が、スマートホンや携帯電話を用いて周囲の情報を容易に取得できるシステム等の開発を求める。例えば、屋外に加え、屋内でも位置情報を取得できるシステム、電車内のアナウンスと同内容の情報を手元の端末にも配信するシステム、歩行中に、自動車や自転車の接近を知らせるシステムなどの研究開発を求める。

（東京都）

４　各種Webサイトへのアクセス(特にログイン時)に関してのバリアを調査・研究し、各省庁および関係業団体へ視覚障害者への充分な配慮が設けられるよう提案してください。

（和歌山県）

５　視覚障害者の福祉の充実を!
（九州ブロック）

